２０２５年度　統括事業所さの　事業報告書

【事業所名】　足立区谷中デイサービスセンター

Ⅰ　事業の年間報告
	事業の概要
	自己評価
	年間の取組と年間評価
	取り組むべき課題

	１　利用者への取組

	（１）人権尊重の徹底
	Ａ
	1 自己決定できるようにオープンクエスチョンを心掛け対応をした。
また、利用者が自分の意思を伝えても良いと感じられる環境作り（傾聴、共感など）を行った結果、利用者が　「○○がしたい」と意思表示をする場面が多くなった。第三者評価では、家族から「見学に訪れた時、利用者の方が自分の気持ちを話せる場であると感じた。」とコメント頂く。
2 虐待の芽チェック（　７月　）、　虐待防止研修（7月、9月）
	1 担当職員の入れ替わりによる、対応のばらつきが出る可能性がある。統一した支援を行い、利用者が意思決定できる環境を維持していく。
2 スピーチロックや不適切ケアゼロを目指し研修を行い、利用者の今を大切にできるケアを継続していけるようスキルアップする


	
	
	
	

	（２）苦情解決・相談体制の整備
	A
	1 送迎車に対しての2件の苦情あり。
　・　「谷中デイの送迎車とぶつかりそうになり、急ブレーキをかけた。デイの車も急ブレーキをかけており、利用者も乗っている状態だったと思うので怪我がないか」の確認と「謝罪をした方がよい」とのこと。
　・　興奮気味に「○○（車両ナンバー）の車。○○（地域）の方の道で25キロ～30キロでミラーを見ながらゆっくりと走っていた。そのような走り方をするんですか？渋滞までは行かないけど・・・」とのこと。
2 家族からの相談について随時受付、返答に苦慮する案件については担当や看護師を含めた相談の場を作り、家族との連絡ノートを活用しアドバイスできる体制を作った。第三者評価では「家族に対して相談要望についての対応が適切」「不安や疑問に返事を書いてくれる」のコメントを頂く。
3 苦情解決研修実施ができておらずスキルアップへつなげることができなかった。
4 運営推進会議を開催した（年２回　　９月　３月　）
	1 苦情は真摯に受け止め、担当職員と迅速に対応していくと共に、苦情を改善の機会ととらえ前向きに対応する。



2 家族との連絡ノートの活用を継続していく。


3 苦情解決の研修を実施し日頃の対応に繋いでいく。


	
	
	
	

	（３）事故防止対策
	Ｂ

	1 ヒヤリハット・事故報告については、その都度対応を検討し情報共有した。利用者の事故については情報共有することで大きな事故防止に努めることができた。確認不足による返却忘れなどの細かな部分の事故やヒヤリハットは減らすことができなかった。
2 事故防止研修（　３月）
	1 事故の再発防止のため、ヒヤリハット・事故報告を活用し利用者の情報共有を徹底していく。また返却忘れ等「職員の確認不足」によるヒヤリハット、事故報告を半分に減少できるよう業務見直しをする。


	
	
	
	

	（４）サービスの質の確保
	Ａ
	1 対応に苦慮する利用者の再アセスメントをすることはできたが、全利用者の再アセスメントが十分ではなかった。
2 スピーチロック、不適切ケアについて共有できるよう、スタッフルームのホワイトボードに注意事項等を記入した。必ず目を通す場となり、自分自身のケアについて考える意識を持つことができるようになった。
3 第三者評価受審　ご家族から「大事な場所になっている」「どのように過ごしているか手に取るようにわかる」などのコメント頂く。
4 運営推進会議では、居宅介護支援事業所からサービスの質について高評価あり。

	1 認知症、虐待、不適切ケアなどの研修を行い、利用者対応の見直しの実施。利用者が混乱なく過ごせるよう、利用者の特徴が分かるアセスメントシートを作成していく。
2 職員全員が周知できる工夫を継続していく。

3 第三者評価結果を職員に周知し改善・向上を目指す。

4 地域との繋がりや情報を発信する場でもあるため、今後も維持向上できるよう施設全体として取り組んでいく。

	
	
	
	

	２　職員への取組

	（１）人材の確保・育成・定着
	Ａ
	1 職員からの相談には、その場で一緒に考えながら必要時アドバイスを行った。利用者の対応に苦慮した時には職員から情報収集を行い統一した対応を心掛けた。対応方法等についてもホワイトボードを活用することで、情報共有がしやすくなった。
2 雇用形態に関わらず、一緒に業務を行うことでフォローがしやすい環境となった。

	1 「言ってもいいんだ」という心理的安全性を意識し、相談しやすく風通しの良い職場環境作りを継続する。
2 様々な勤務形態の職員がフォローしあいながら勤務できる関係作り、環境作りに取り組む

	
	
	
	

	（２）人材の活用
	B
	1 中学校との交流は日程などタイミングが合わず実施することができなかった。ボランティアは新たに「どじょうすくい」の団体が来所開始。今後も定期的に交流できるように繋がりを作っていく。
	1 運営推進会議の委員の方を通して、谷中中学校との交流再開のきっかけを作っていく。また職員が利用している保育園など交流できないか具体的な内容を提案し、地域交流を増やしていき施設アピールの場を作っていく。

	
	
	
	

	３　地域社会への取組

	（１）地域貢献
	Ｃ
	1 情報収集不足の為、交流することができなかった。


	1 地域との交流の場を見つけ、可能な範囲（内容・環境など）で交流と社会貢献を行っていく。また職場体験などの受け入れを積極的に行っていく

	
	
	
	

	（２）災害対応
	Ｂ
	1 年2回（１１月、３月）に地震想定の避難訓練の実施。３月には災害無線の使用方法の確認の実施。
	2 非常用の備蓄については食料、水の備蓄。8時間勤務職員は無線を使用できるよう定期的に研修・訓練を行う（管理者不在時に使用できるように）。

	
	
	
	

	４　経営基盤強化への取組

	（１）収入増への取組
	Ｂ
	1 イベント時のワンデイ通所獲得も検討したが、週に複数回通所されている方が多く難しい状況であった。９月から３月にかけて５名の新規利用者、通所回数の追加もあった。ワンデイ通所の希望があった時は積極的に受け入れを行っている。
２０２５年度平均稼働率６１．１％（最低8月５３．８％最高3月６８．３％）
2 LIFEは情報を入力しきれず導入できていない
	1 週1回利用の方などが欠席した際には振替ができることをケアマネージャーや家族に伝え稼働に繋げる。
2 職員体制を調整しLIFE導入に向けて情報入力を行い、2026度中に導入する

	
	
	
	

	（２）コスト削減への取組
	Ａ
	1 購入物品を精査し、既存であるものを活用。購入物品は最低限とした。
	1 対応継続し、消耗品については特養やさのデイと共有で購入することでコスト削減を目指す。

	
	
	
	

	（６）災害・感染症対応
	Ａ
	1 マスク、手洗い、換気の実施により利用者や職員の体調不良での欠席はほぼなかった。
	1 吐物処理研修やガウンテクニックの研修を行い、有事の際には迅速に対応できるようにする。
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